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じ群＝於テハソノ1/3ヲ

］）群＝於テハソ 11/2ヲ

E群＝於テハソノ全両杭ヲ
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各群個々ノ賞験成結ハ~o Juう七部3夫＝示サレ，同一貨店会ヲ 3同繰リ返シタル5群ニ於テ

3政平均植トシテi メタルニ江~ .f衣及ピ第 111,-:,1ノ結リミトナリタリ n

五〈兎番鋭

第 1表大腸菌煮沸Lワクチン1軟存24時間貼附後其ノ刷所皮膚ヲ種々ノ

大キザ＝切除セ ICI燦ノ血’，，産生凝集償ノ検移

l) 軟膏貼附同所皮膚ヲ全然切除セザノレモノ n

:!) 軟脊貼附刷所皮膚令Jfti右＇i(:!0.:!5’lζ 心桝）ノ告印チ4.0fi小U判ヲ切除七 Pレモノ。

;;) 軟脊貼附局所皮膚全面積ノ HPチ6.75平方桝ヲ切除セルモノ。

~） l司ジクソノ；直［Jチ10.l:!fi"I三方制ヲ切除セルモノ。

5) 同ジクソノ全l百l干N:!O.:!i＞’I＇方制ヲ切除セルモノ。
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第 1岡 大腸菌煮沸Lワクチン寸軟脊貼附後川ん）Ji.Ji'皮膚切除／経度ト

血中産生凝集古賀トノ闘係（3頭ノf均） 第4表参照

印

刷

流
血
中
凝
集
倒

a~ 

IO・

、、

I一一一秋脊貼附局所皮膚無切除。

E一一一一向 t切除。

Ill－－－－同占切除。

lV－一一一同占切除。

y I自］金切除。

1) 軟脊貼附以前I。

、、． 、、
、、． 
‘ 、、－． 、、

川7

，。 ＂与

A) 最大凝集債z就テ

大腸菌煮沸しワクチン寸軟行ヲ24時間貼附後．同局所皮肉・ヲ種々ノ大キサエ切除シタル;f;古来

トシテ，血中町生凝集慣ハ D及ピ E 12群＝於テハ局所皮膚切除後第9同及ピ第11日目＝，

A, B, C ノ3群ニ於テハ同ジク第11日目エ於テ最大トナリ．下記ノ憤ヲ示シタリ。

A群（免疫局所皮膚無切除） …－…ー・・・・ー…－－一……ー・・……93.3

R 群 （同1/5切除） ．．－一一 一一一－…．．．，．ー・・・・・・……－・…..........80.0 

c 群 （同1/3切除）・一一・…ー一・一… ・…・ー・・・・・・・一… 一・・ ー・・・ー・・・66.6

D l作 （同1/2切除）…－一…－一一 ・・ー…ー…・ー・・…・ー・・・…一...53.3 

E群（同全切除） ． 一－－－－－ 一・・ー・・ー…・一一 一……・・・・・・20.0

以上ノ所見ニ依レパ，煮沸 Lワクチン1軟官ヲ24時間貼附後，同局所皮膚ヲ全然切除セザル

モノノ流血中凝集憤ガ最大＝シテ93.3ヲ示内積イテ同局所皮膚商ヲ切除シタル範囲ノ遁加ス

ルニ連行シテ，漸次流血中援集素ノ！孝生モ遁減シテ，軟背貼附局所皮府ノ全両積ヲ切除セルモ

ノ＝於テハ20.0トナリタリ n

今ヤ大腸菌ニ就テ繭他同一保件ノ下ニ遂行セラレタルLワクチン寸（第5報），煮沸Lワクチン寸

（本報）及ピしコクチゲン寸（第3報）ヲJ:J，テノj鰹皮全身克疫ノ品大程度（最大凝集慣ノ新生）ヲ比較

セルニ下ノ結－~ヲ示シタリ。

L Pクチン寸4攻守］・煮沸しワクチン1軟存 Lコクチゲン1軟脊

A群（無切除）…63.3(70) 83.3 (93) 90.0(100) 

B群(1/5切除） 56.6(63) 70.0(78) 83.3 (93) 

C群（1/3切除） 30.0(33) 56.6(63) 76.6 (85) 

D群(1/2切除） 23.3 (26) 

E群（全切除） ••• 10.0(11) 

43.3 (48) 

10.0(11) 

70.0 (78) 

23.3 (26) 

備考：上ノ数字ノ、完疫以前＝比シ血中＝帯主強シ来リタルダケノ最大J笈’集前ヲ示ス。

（）内ノ数字ノ、凝集mノ百分比ナリ。
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印チ杭！之全身免疫ノ獲1＇.｝.ェ岱リテモ亦タしワクチン寸ハ免疫交交果＝就テ最劣弱，しコクチヂン寸

ハ最優秀，而シテ煮沸 Lワクチン「ハ同者ノ中間＝位シ，シカモ L コクチゲン寸ノ殻~~ニ非常ニ

接近セルモノナルコトヲ認ム。是レ既ニしイムベヂン1現象エ闘シ多数ノ{iff'定者ガ種々ナル指

示主ニ立脚シテ充分＝立詮セラレタリシ所ナリ。

此際免疫皮府局所無切除ノ場合ト全切除ノ；場合トニ於ケル血rJ『新生凝集慣ノ差ハ自Pチ切除

皮肉（発泣皮肉）ヨリ血中へ供給セラレタル凝集素ノ｛買ナリトJすへ得ベシ。此ノ値ヲ計Hiセシ

エ下ノ結果トナリタリ。

しワクチン1軟官ニテハ，．．．．．．．．．．．．． •• . •••••• 63.3-10.0=53.3 

煮沸しワクチン·1~次予子ニテハ ・ー ・・・・…．．． .83.3-10.0=73.3 

Lコクチゲン「軟膏ニテハ ． ．．．．．． …・ー・・・・90.0-23.3=66.7 

帥チ切1；~：セラレタル苑疫局所皮府ヨリ血中へ供給セラレタリシ凝集素ノ｛買ハしワクチン「ー

テハ最小53.3＝.シテ， Lコクチゲン「ハ66.7ニシテ Lワクチン寸ヨリモ顕著ェ k，然ルニ煮沸Lワ

クチン1ニテハ73.3ニシテ最たトナリ，しコクチダン寸ョリモ6.6ダケ増強セリ。此ノ事費ハ県シ

テ何ヲ意味スルカ。

蓋シ煮沸しワクチン寸ト Lコクチヂン寸トノ差別ハ後者ハ草ニ前者ヲシルベルシユミツド陶；J:

櫨過器ニテj慮過シタルマデノモノナリ n 然レドモ此ノ浦過操作ニヨリテ下ノ如キ差ヲ生ズベ

、
三ノ σ 

印チ煮沸しワクチン寸ハ苑疫元ノ大部分ガ浸／J＼セラレタル商法トIJ参賀微粒子ノ大サノ程度ガ

種々ナル水溶性免疫元トノ混合ナリ。之ニ剖シ Lコクチグン寸ニテハ菌笹ヲ有セズ。叉食盤水

基i夜中ニ分散シ居 lレ免疫芯性物質ノ眼目1：：~1：伝子ハ或ル Yミキサ以 k ノモノハ陶土壁＝吸着セラ

レ，一般ニ微粒子ノ大キサハ商Ii者ヨリモ小ナyレモノヨリ成Jl.-ト考奈セラル。（Lイムベヂン寸ガ

破却セラレ居ルコトハ雨者共通的ナリ。）此Mcニ煮沸しワクチン寸 fドノ免疫元（微位子）ハしコク

チグン1ニ於ケルヨリモ比較的多ク皮府局所ノ細胞ヨリj蒜取 f喰’撞）セラル。之＝針シしコクチ

グン 1中ノ微粒子ハ前者ヨリモ比較的小ナルモノ多キガMc＝－，免疫元ハ局所皮府ェアリテモ軟

f i貼附部附近ニ於テ成ク且ツ深部迄モ吸収（喰憧）セラレ易ク，従テ納l胞間隙ノ淋巴液ニ乗リ

テ深部へモ吸牧セラレ得／レモノイiリ得ペキコトヲ想像セシム。

以上ノ理山ニヨリテ Lゴクチグンー11111'-i'f’局所＝於テハ切除局所皮府ヨリ流血中へ供給セラ1レ

ル抗鴨（撰集素）ガ煮沸しワクチン寸ー比シ梢々小トナリシモノニ非ズヤ。然レドモ免疫元微粒

子ノI汲牧ガmn.ナノレガ1,i＝.切除111jJIJjJJ.［.／円以外ノ納1胞ヨリ供給セラルル凝集索量モ煮沸しワクチ
ン寸ヨリハえナルヲ以テ綿閥的ニハしコクチゲン1軟’n；ニヨル全身免疫程度（凝集慎）ハ結局煮~II

Lワクチン＇!f.kl目i；ニヨルモノヨリモ 83.3: 90.0=93 : 100ノ上七ニ方合テH，：’カニえトナリシモノェ非

ズヤ。

1'Jlj 漣ノ二J-}~fガ常ヲれ｝タルモノナラバ，粧f主全身克疫ヲ企ツルエ際シテハ I コクチグン寸軟骨
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ヨリモ煮T~l\L ワクチン寸軟·H ノ方ガ将j々僅カエ小(100 : 93）ナル発疫放県ナルーモ拘ラズ皮府以

外深在性組織乃五臓器へ f免疫物質吸牧量比較的小ナルカ嬬エ Lコクチゲン「』In；・，＇子貼附ニ於ケ

1レヨリモ更ニー居刷作HJC主要組織乃至臓器ノ克疫物t'f負荷）ガ微弱ナ1レベキノ理ナリ。事寅

J県シテ然ルヤ否ャ，今後ノ研究ヲ待ツテ解決セラルベキナリ n

平均凝集債＝就テB) 

前i項A）＝＝－於テハ局所皮府切除後第11日目エ於ケル最大凝集憤ヲ以テ必然ノ針象トナシタリ。

ソノ全経本項ニ於テハ局所皮膚切除後流血中ニ護生セル凝集憤ノ推移ヲ第15日r1迄追及シ．

過中ニ4同ェ亙リテ検査セル各凝集憤ノ平均値（第5表）ヲ考祭ノ針象トナシタリ。

此＝依レバ第 5 表

大腸菌煮沸Lワクチン1軟脊貼附後l司局所

皮膚切除程度ト切除後第l5日目迄＝於ケ

ル流血中凝集f同トノ相互翻係（3頭zir.均）

A群（非切除）…….........71.6 

B 群 (1/5切除） ー・・一......49.9 

c 群 (1/3切除） ・・・・・・…・・・…38.3
D群（1／主切除）・ー一一…...29.9 

卒均凝集例切除皮膚荷積

E群（全切除） …・一一......10.0 

（備考：；免疫庭置前ノ血中J疑傾（10.0）ヨリモ帯強セル枝度

ヲ示ス）

81.6 

59.9 

48.:: 

39.9 

20目。

ov
－－

g
s宮

1
宮

1
A

＝於テ最大凝集慣

ノミヲ観察ノ針象トナシタル場合ト全然同一ノ結果ーヲ示シタリ。

叉以上ノ所見ヲ Lコクチグン1 軟干i；及ピしワクチン＇ •I次官 ヲ 貼附シタル際ノソレト比較スル時

ハ下記ノ~fl シ。（但シ（ ）内ノ；数ハ百分比）

人）自Pチ数値ノ絶劃値ハ異レドモ，

L '7タチ1ン軟膏煮沸」ワクチン寸軟脊しコタチゲン寸軟汗

A群（無切除） ••• 49.9(69) 71.6(98) 73.3(100> 

B群0/5切除） 41.6(57) 49.9(69) 66.6 (91) 

58.3 (80) 38.3(52) 23.3(32) じ群(1/3切除）

54.9 (75) 29.9(41) 16.6 (23) D群(1/2切除）

18.3 (25) 10.0(14) E群（全切除） ••• 10.0(14) 

数値ノ絶封値ハ異レドモ， ＝於テ最大凝集慣ノミヲ剣象トシタノレ揚合ト全ク同一ノ結県A) 

ナリ。

血中＝新タユ増強シ来リタル凝集憤ノ百分比＝就テ， Lワクチン1 煮沸」ワクチン寸及ピLコ

クチヂン1ノ放県ヲ比較セルニ下ノ結果トナリタリ。

Lワクチン寸：煮沸しワクチン「： Lコクチゲン寸＝70:93: 100 

（最大産生凝集慣，リ：七較）

Lワクチン1：煮沸しワクチン寸； Lコクチグン寸＝69:98; 100 

， (1511以内＝於ケル4同検査ノ平均擬集憤）
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卸チ A,B何レノ視察方法ニ於テモ三者免疫元放果ノ比較率（%）ハ殆ンド一致セリ。以テ

貰験結県ノ J-:ニモ，共ノ考察ノ上エモ，決シテ棋本的ノ過誤無キモノタルコトヲ認識スベキナ

リ。

結 論

1) 健常家兎皮府 .l "1.5cm X 4.5cm ノ商円大腸菌煮沸Lワクチン寸軟背2.0瓦（煮がflLワクチ

ン寸含量1.25詫）ヲ指頭ヲ以テ5分間塗擦シ， 24時間政置シテ清拭セル＝， ソノ後第8E!f]-iリ流

血中エ抗大腸菌撰集素ガ！孝生セラレ，第12日目ニハ最高（93.3）：：.建シタリ。

2) 此ノ際発疫元軟膏貼開局所1101守ヲ， ソノ：全面積ノ 1/5,1/3, 1/2 lkピ全面杭ダケ切除ス

ル時へ切除後第11日目ノ最大凝集慣ハ，全然切除セザノレ際ノソレ（83.3）ト比較シテ， 83.3:

70.0 : 56.6 : 43.3 : 10.0 トナリテ，切絵師積ノ大ナル程疋常値以上＝流血中ニ増強シ来ル凝集

憤ハ小トナリタリ。

3) 爾他同一保件ノ下ニ於ケル Lワクチン1：煮沸Lワクチン寸・しコクチグン1間ノ穀果ヲ比

較セル＝－11日目ニ於ケル最大産生凝集憤ノ比較エテハ63.3(70): 83.3(93) : 90.0(100), 15日間

ニ亙ル4同検資ノ平均凝集憤ノ比較ニテハ49.9(69): 71.6(98）・ 73.3(100）ノ値トナリタリ。但

シ（ ）外ノ；数字ハ噌強凝集素ノ絶置す慣，（ ）内ノ数字ハ比較慣ナリ。

4) 以上ノ貫験結県エヨ．リテ Lワクチン「，煮沸しワクチン＇， Lコクチゲン寸ノ免疫元性殺力

ノ比ハ 69～70 93～98: 100ニシテ， Lワクチン1ハLコクチゲン寸＝比シ顕著ノ差ヲ以テ発疫

放果小ナルモノナルコトヲ認ム。自Pチ此際ハ Lワクチン寸 rf:rノLイムぺヂン1ハ凝集素ノ血中産

生ヲ彩］30%ダケi成弱セシメタルヲ認ム。

5) 粧皮全身免疫ノ挫n＝際シテモ亦タ軟・n；中ヨリ抗原ガ局所皮肉へ吸牧械取セラレ共／
結果血中産生免疫物質（本研究ニテハ特殊凝集素）ハ主トシテ首設局所皮廃ヨリ供給セラルYレ

モノニシテLワクチン寸ェテハ85＂，，，煮が f¥L ワクチン寸ニテハ3，~o,;, Lコクチダン寸ニテハ74s,;7 

示シタリ n

6) 局所！主府免疫所i庭置後10日目ノ最大産生凝集慣＝就テハ血中供給凝集素ノ絶針値ハF

ノ値ヲ示シタリ n

Lワクチン寸軟膏ニハテ ．．．．－……ー・・・・・ーー・.....63.3-10.0=53.3 

煮沸しワクチン1軟行ニテハ…・ー………………83.3ー10.0=73.3

Lコクチゲン1軟干fニテハ…………・…..........90.0-23.3=66.7 

7) 粧皮全身免疫ノ蛇得＝向ツテハ煮沸Lワクチン「ノ放処ハL コクチグン j トイ1~1中ノ間（83.3:

90.0）ニアリ，シカモ煮沸しワクチン＇ J方ガ局所皮！宵ヨリ供給セラIレル凝集素量ガ』コクチグ

ン1ノ場合ヨリモ 66.7:73.3=100: 110 ノ比ニ於テ大ナリ。放ニ煮沸Lワクチン寸ノ方ガ局所

JJ.[./1守口、外へ吸J段セラルル免疫元ノ最小（従テ亦タ副作Iiiモ小）ナルモノト考察セラ1レ。此鮪今

後ノ研究ヲ要スルモノナリ。




